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避難行動要支援者避難援助プラン
個別計画作成マニュアル
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朝日町防災保全課


	個別計画について


・災害が発生又は発生のおそれが生じた場合に、避難行動要支援者の避難誘導等を迅速かつ安全に実施するためには、あらかじめ、避難行動要支援者一人一人について、誰がどのように避難を援助するかを定めておくことが必要です。
・この制度は、地域の方々の善意に基づく人道的な制度です。地域の方々の十分な御理解がなければ成り立ちません。
・個別計画は、地域での援助体制が整って初めて本人や家族、避難援助等関係者や援助者が連携して作成するものです。地域の状況も様々ですので、すぐに取り掛かれる地域ばかりではないため、まずは名簿によって地域内に支援が必要な方がおられることを把握していただき、声を掛け合える関係づくりを進めながら、個別計画を作成していけるよう、共助のためのしくみづくりをよろしくお願いします。個別計画は、名簿と一緒にお渡しする「個別計画」の様式を御活用いただけます。
	個別計画の作成


・個別計画は、避難行動要支援者又はその家族と自治区、自主防災組織、民生委員・児童委員や援助者が一緒に協力しながら作成してください。
・援助者は、災害発生時、自分や家族の安否確認後、避難行動要支援者を直接援助することになります。しかし、災害時は、援助者が不在であったり、援助者自身が被災者となることも想定されるため、万一、計画通りに避難援助が受けられなくても援助者が責任や義務を負うものではないことを相互に十分理解した上で、地域における多重の援助となるよう計画することが大切です。
	援助者の選定


・援助者は避難行動要支援者への避難情報の伝達や一時集合場所（指定緊急避難場所）、指定避難所への避難援助を直接行っていただく方です。近隣の助け合いによる共助の体制を推進するため、近隣の方の中から選任を行ってください。
・援助者の選定は、避難行動要支援者又はその家族が支援を依頼することを基本としますが、それが困難である場合は、地域の方々から選任してください。

◆援助者としての選任ポイント（あくまで参考です）
　　　・よく顔を合わせる人
　　　・情報を教えてくれる人
　　　・自分や家族のことをよく知ってくれている人
　　　・自宅から歩いて2～3分以内のところに住む人
　　　・自分に何かあればすぐに駆けつけてくれる人
　　　・周りの協力を得て、自分を助けたり、安全な場所へ連れて行ってくれる人　など
　　　　　
	個別計画の共有と管理、更新


・個別計画の原本は、自治区（自主防災組織）が保管し、副本は、町、避難行動要支援者又はその家族、援助者が保管して共有しましょう。
・個別計画の保管にあたっては、避難行動要支援者が同意した人以外は閲覧できないよう厳重な情報管理に努めてください。
・個別計画は、必要に応じて内容を修正し、最新の情報となるよう更新しましょう。
・死亡・転出・転居・長期入院・施設入所された方につきましては、新年度に名簿をお渡しする際に従前の名簿と共に町へ返却いただきますようお願いします。






避難行動要支援者基本情報

「氏名」「性別」「生年月日」「住所又は居所」[電話その他連絡先」「支援が必要な事由」「自力避難が困難な理由」「緊急連絡先」は、返信のあった「きずな防災カード」の情報を基に、町で記入しておきます。（網掛け部分）

≪家族状況≫
本人を含めた家族の人数と家族構成（対象者から見た続柄）を昼間、夜間別に記入。
≪配慮事項≫
医療、食事、排泄について配慮すべき該当する事項を選択

　援助者

	援助者とは、近所の人や隣組の方等、避難行動要支援者に対する災害情報の伝達や避難所までの誘導支援をいただける方が想定されます。また、日頃の声かけを行っていただけることで災害時の迅速な避難誘導や安否確認が可能となるため、声かけをしてもらいやすい方を選定する必要があります。原則、本人や家族からお願いし、了解を得て地域支援者になっていただくものですが、援助者となってくれる人がいない、本人が依頼できる状態でない等の場合は、自治区や民生委員・児童委員が相談の上、自主防災組織の各班や隣組の班長等を援助者とする、又は近所の人に支援をお願いしていただく等、手助けをお願いします。


	※避難行動要支援者への援助は、あくまでその時にできる範囲での支援であり、地域における顔見知りの関係が成し得る支え合いです。名簿の登録によって災害時の援助を保証するものではなく、援助者や避難援助等関係者は助けられなかった場合でも責任を負うものではありません。この点を、援助を受ける方、援助する方の双方が了解の上、個別計画を立てていく必要があります。



≪一時集合場所（指定緊急避難場所）≫
一時集合場所（指定緊急避難場所）、指定避難所を確認して記入

≪避難時・避難所での特記事項≫
・避難時や避難所で注意すべき事項や具体的にどのような支援が必要か
・避難所でのことに限らず日常的にどのような支援を必要とするか
・避難経路図（別紙として地図を付けてもよい）
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支援してくれる人が見つからなかったら？





近隣の地区で援助をお願いすることも可能と考えますが、自治区での検討が必要です。
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個別計画を作成するコツ





災害の種類により、避難方法もタイミングも変わります。次のようなことに気を付けながら決めていきましょう





・担当者を複数にしておく


・援助者の事情に配慮し、役割分担する


・考えを押し付けない


・避難行動要支援者本人（又は家族）も参加


・訓練をしながら改良する
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援助した際にケガや住家の破損をさせてしまった場合の賠償責任はどうなる？





ケガをさせたり助けられなかった場合や住家を破損してしまった場合でも援助者が責任を負うことはありません。
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個別計画記入方法
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